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⑨ ハ ッ ジ と ウム ラ に 関す る 法 的 見 解 








⑯ イー ド の 日 - ズー・ ア ル ニ ヒ ッ ジ ャ 月 110 日 目 - の 諸 行 : 

















ハッ ジ を 行う 巡礼 者 は 、 以 下 の よ うに イー ド の 日 の 諸 行 を 順序 付け る の が よい で し ょ 

う : ゆ ア ルー テア カバ の ジャ スラ 2 の 投石 、② 犠 牲 、③ 剃 髪 あ る い は 頭髪 を 切る こと 、④ タ ジ 
ー フ ・ ア デル テイ プ ファ ー タ 3、⑤ サ デイ *。 この 順番 で 行う こと は スン ブナ 5 で す の で 、 も し 剃髪 
を 犠牲 の 前 に 行っ た り 、 タ ワー フ を 投石 より 前 倒し に し た り し て も 支障 は あり ませ ん 。 














人 @ 犠 性 を 層 る べき 時 期 は イー ド の 日 か ら 、 ア イヤ ー ム ・ デ アデ ッ テ タ シュ リー ク 6 の 3 日 目 - 
つま り ズ ー・ ア ル ニ テヒ ッ ジ ャ 月 13 日 目 - の 日 没 前 まで で す 。 


















































ゲド ポタ ジー ッッ ダグ ジャケ アム ルッ ジ シ アル ー ブ アース. ( 修 ら に アッ ラー の と 満 児 あ れ ) に 
よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 「 別 も れ の ハッ ジ 」 の 際 
ミナ ーー で 立 ら て 、 入る に 質 吉 きれ て いま し た だ 。 す る と そこ に 1 ん た の 男 が や っ で 炒 て 、 こう 
言い まし た : 1 知ら ず に 、 犠 牲 を 層 る 前 に 剃髪 し て し まっ た の で す が 。′ (アッ ラー の 使徒 
は ) 言い まし た * (犠牲 を ) 居る が よい 。 問題 は な い 。" する と 今度 は 別 の 男 が 来 て 、 こ う 
言い まし た * 知ら ず に 、 投 石 す る 前 に (ラク ダ の ) 犠牲 を 層 っ て し まっ た の で す が 。′( ア 
ッ ラ ー の 使徒 は ) 言い まし た * 投石 する が よい 。 問題 は な い 。" こう し て 預言 者 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は (イー ド の 日 の 諸 行 の 順番 が ) 前 倒し に な っ た り 後 回 し 
に な っ た り し た こと に つい て 尋ね られ て も 、" (これ これ を ) する が よい 。 問題 は な い " と 
言う の み で し た 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 7 
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⑯ ジャ ムラ ー ト 8 の 投石 を 遅らせ る こと に 関し て の 法 的 見 解 : 








そもそも 投石 は 規定 時 間 通 り に 行う の が スン ナ で す 。 








し か し 家畜 番 や 病人 な ど 正 当 な 理由 の ある 者 、 あ る い は 人 の 混雑 に よっ て 被害 を 被る よ 




















R 者 注 : ヒジ ュ ラ 暦 12 月 の こと 。 

AR 者 注 :・「 ジ ャ ムラ 」 と は マッ カ 近 郊 の 巡礼 者 宿営 地 「 ミ ナー」 に ある 、 大 小 中 3 本 の 投石 塔 。 ヒ ジュ 
12 月 10 日 に 最大 の 柱 「 ア ルテニア カバ 」 に 7 個 、 そ し て 11、12、13 日 に は 各 柱 に 7 個 ず つの 小石 を 
する こと に な っ て いま す 。 
R 者 注 :「 イ ファ ー ダ 」 と いう アラ ビア 語 に は 「 押 し 寄せ る 」 と いう 意味 が あり ます が 、 こ れ は 巡礼 者 
ナー か ら マ ッ カ へ と 、 こ の タワ ー フ の た め に 一 府 に 押し 寄せ て 来る こと に その 名 称 の 由来 が ある と 言 
ます 。 
R 者 注 :「 サ アイ 」 と は 、「 サ ファ ー と マル ワ の 丘 」 の 間 を 「 サ ファ ー の 丘 」 か ら 始 め て 3 往復 半 す る こ 
ハッ ジ と ウム ラ の 根幹 的 行為 の 内 の 1 つ で す 。 
R 者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) の 示し た 手法 や 道 の こ と 。 ム スリ ム は 可 
限り 、 彼 の スン ナ を 踏 筐 す る べき で ある と され て いま す 。 

R 者 注 : ヒジ ュ ラ 暦 12 月 の 11, 12, 13 日 の 3 日 間 の こと 。 

ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (83) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1306)。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 

訳者 注 : マッ カ 近 部 の 巡礼 者 宿営 地 「 ミ ナー」 に ある 、 大 小 中 3 本 の 投石 塔 。 ヒ ジュ ラ 礎 12 月 10 
最大 の 柱 に 7 個 、 そ し て 11、12、13 日 に は 各 柱 に 7 個 ず つの 小石 を 投石 する こと に な っ て いま す 。 
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うな 者 は 、 ア イヤ ー ム ・ デ ッ ニ タ シ ュ リ アー ク の 投石 を その 最終 














着き 財 由 














中 位 の ジャ ムラ 、 ア ル テ ア カバ の ジャ ムラ 9 と 順番 に 行い 、 





























まで 人 詳 ら せる こと が 出来 ます 。 そ の 際 は まず 11 日 








日 - ズー・ 











アル ニー ヒッ ジャ 


























の 分 を 最小 の ジャ ムラ 、 
それ か ら 12 日 

















目 と 13 日 目 の 分 





も 同様 に 投石 し て いき ます 。 正当 な 理由 も な く ア アイ ヤー ム ・ デ アデ ッ テ タ シュ リー ク 10 の 投石 を 


13 日 以降 に まで 遅らせ る こと は 罪 で す が 、 


























由 が ある な ら ば 人 罪 は あり 








E せ ん 。 そ し て その 


どちら の 場合 も 規定 時 期 が 既に 経過 し て し まっ た こと に より 投石 の 機会 は 失わ れ ま す が 、 
































ハッ ジ 自 体 





@⑯ 家斉 番 、 


勤 し の 者 は 、 そ の 必要 が あれ ば アイ ヤー ム ・ ア ッ テ タ シュ リー ク に 


は 有効 で す 。 














ある い は 交通 警察 や 警備 員 、 巡 礼 ガ イド や 医師 な ど 巡 礼 者 全体 の 福利 の た め に 
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吉 蹴 


























ミナ ー で 夜 を 過ごさ 


IT 





な く と も か まい ませ ん 。 そ し て その こと に よっ て 贈 罪 を 課さ れる こと も あり ませ ん 。 


@ ミナ ー の 境界 : 


























ラ の 間 、 南 北 は ミナ ー を 囲う 山々 まで で す 。 











@⑯ ムズ ダリ ファ の 境界 : 














東 は アル テマ アザ マー ン 路 の 西端 、 西 は ム ハ ッ スイ ル の 谷 























の ラー の OU ま で で きま 。 


東西 は ム ハ ッ スイ ル の 谷 (ムズ ダリ ファ と ミナ ー の 中 間 地 点 ) と アル テア カバ の ジャム 


、 北 は スバ イル 山 、 南 は アル 


人 @ デア ヤー ム ・ デ ッ ー テ タダ タ シュリ ー ク に お いて ジャ ムラ ー ト に 投石 する 時 期 : 


1ー イ ー ド の 日 以降 の ジャ ムラ ー ト の 投石 は 全て 、 正 午 以 降 で す 。 午前 中 ( 






































に 投石 し た 場合 





は 、 そ れ を 午後 に や り 直 さ な け れ ば な り ま せん 。 や り 直 さ な い まま アイ ヤー ム ・ ア デア ッ テ タ 


ジェ グー ク グ 
し また ご と 


2 一 投石 を する 者 に と っ て 、 ア デイ ヤー ム ・ デ アッ テ タ シュ リー ク の 3 日 
の と 見 な され ます 。 ゆえに 1 日 に 、 そ の 日 の 分 の 投石 と 別 の 日 の 分 
能 で あり 、 そ うす る こと に よっ て 何 の 罪 も あり ませ ん 。 し か し 毎日 規定 通 

















3 日 目 の 日 没 を 迎え る こと は 罪 と な り 、 そ れ 以 降 は 投石 の 
に より 投石 の 機会 は 失わ れ ま す 。 但 し その ハッ ジ 入 






































こと が 最善 で す 。 























体 は 有効 

















の 投石 











規定 時 期 が 経過 し て 








葉 ボ 


間 は 1 日 に 等 し いも 





を する こと も 可 
り の 投石 を する 





@⑯ タワ ー フ ・ ア ル テ イ フ ァ ー ダ 12 を 遅延 させ る こと に 関し て の 法 的 見 解 : 













































































E 3 本 の 投石 塔 。 ヒ ジュ 
に は 各 柱 に 7 個 ず つの 小石 を 














9 訳者 注 :・「 ジ ャ ムラ 」 と は マッ カ 近 郊 の 巡礼 者 宿営 地 「 ミ ナー」 に ある 、 大 小 

ラ 暦 12 月 10 日 に 最大 の 柱 「 ア ル テ ア カバ 」 に 7 個 、 そ し て 11、 和 13 

投石 する こと に な っ て いま す 。 

10 訳者 注 : ヒジ ュ ラ 暦 12 月 の 11, 12, 13 日 の 3 日 間 の こと 。 

11 訳者 注 :・「 ム ズ ダ リフ ァ 」 と は 、 ヒ ジュ ラ 暦 12 月 9 日 の 夜 を 過ごす こと に な っ て いる マッ カ 近 郊 の 場 


所 。 
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タワ ー フ ・ ア ル テ イ フ ァ ー ダ は イー ド の 日 に 行う の が スン ナ で す が 、 デ イプ ヤー ム ・ デ ッ 
データ シュ リー ク 、 更 に は ズー・ ア ル テ ヒ ッ ジ ャ 月 の 最終 日 まで 遅らせ る こと も 可能 で す 。 
但し 徒歩 で も 担 が れ て も タワ ー フ が 不可 能 な 位 の 病気 や 、 産 後 の 出血 な どの 正当 な 理由 で 
タワ ー フ ・ ア ル テ イ フ ァ ー ダ を ズー・ ア ル ニ テヒ ッ ジ ャ 月 以降 に まで 遅らせ る こと は 許さ れ 


CM 上 び 。 



























































@ ムズ ダリ ファ で 逗留 する 羽目 に な っ て し まっ た 場合 の 法 的 見 解 : 





アラ ファ か ら ム ズ ダ リフ ァ に 向かう 際 、 混 雑 な どの 原因 で イシ ャ ー ( 夜 の 礼拝 ) の 時 間 
内 に ムズ ダリ ファ 到着 が 叶い そう に な い 場 合 は 、 到 着 前 の 道中 で 礼拝 し ます 。 ま た 何ら か 
の 理由 で ファ ジュ ル の 時 間 に 入 っ た 後 、 あ る い は 太陽 が 昇っ た 後に スム ズ ダ リフ ァ に 到着 し 
た 者 は 、 そ こ に 少し の 間 清 在 し た 後 、 引 き 続き ミナ ー に 向かっ て 移動 し ます 。 こ の よう な 
者 に 関し て は 罪 も な く 、 ま た 購 罪 も 課さ れる こと も な く 、 そ の ハッ ジ も 有効 な も の と 見 な 
され ます 。 


























































































































⑯ ジャ ムラ ー ト の 投石 で 複数 の 小石 を 一 度 に 投げ た 場合 、1 個 の 小石 を 投げ た と し か 見 な 
され ませ ん 。 ゆ え に そ の よう な 者 は それ を 考慮 し 、 残 り の 投石 を 完遂 する 必要 が あり ま 
す 。 ま た 投石 する 場所 と いう の は 小石 を 入れ る 穴 の こと で あり 、 目印 と し て そこ に 建て 
られ て いる 厨 の こと で は あり ませ ん 3。 









































@ 日 没 以降 に 投石 する こと に 関す る 法 的 見 解 : 


巡礼 者 は アア ヤー ム ・ ア ッ テ タ シュ リー ク に お いて 、 正 午 を 過ぎ て か ら 昼 間 の 内 に 投石 
を 済ま せる こと が 最善 で す 。 し か し も し 混雑 を 世 れ る 場合 は 、 日 没 以降 に 投げ る こと も 可 
能 で す 。 と いう の も 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 投石 開始 の 時 刻 は 定 
め ま し た が 、 終 了 時 刻 は 明示 し な か っ た か ら で す 。 

























































































イブ ン ・ ア ッ パ ー ス ( 後 ら に アッ ラー の ご 滴 悦 あれ ) に よれ ば 、 あ る 者 が 預言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に こう 質問 し まし た : 『 日 没 以降 に 投石 し て し まっ た の 
で す が 。" (預言 者 は ) 言い まし た 問題 は な い 。′ また 別 の 者 は こう 質問 し まし た * 犠牲 
を 届 る 前 に 剃髪 し て し まっ た の で す が 。′ す る と (預言 者 は ) 言い まし た ? 問題 は な い 。"」 
(アル ニテ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 14) 














































































































@ 月 経 中 の 女性 の タワ ー フ : 











12 訳者 注 :「 イ ファ ー ダ 」 と いう アラ ビア 語 に は 「 押 し 寄せ る 」 と いう 意味 が あり ます が 、 こ れ は 巡礼 者 

が ミナ ー か ら マ ッ カ へ と 、 こ の タワ ー フ の た め に 一 斉 に 押し 寄せ て 来る こと に その 名 称 の 由来 が ある と 言 

われ ます 。 

13 訳者 注 : ゆえ に 壁 に 小石 を 当て な く て も 、 穴 に 直接 小石 を 投げ て 落と せ ば 有効 と な り ま す 。 

14 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1723) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1306)。 文章 は アル テニ ブ ハ ー リ ー の も の 。 
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ワー フ ・ ア ル テ プ ファ ー タ の 前 に 月 経 、 あ る い は 産後 の 出血 を 見 た 者 は 、 身 体 が 清光 
な 状態 に な る まで タワ ー フ を し ませ ん 。 そし て グ ス ル 15 を し て 清浄 な 状態 に な れる 時 が 来る 





























まで マッ カ に 滞在 し 、 そ れ か ら タ ワー フ し ます 。 し か し も ゃ も し 彼女 の 同行 者 が その 時 期 ま で 
待っ て いる こと が 出来 な か っ た り 、 











彼女 が それ まで マッ カ に 滞在 する こと が 出来 な か っ た 














りす る 場合 に は 、 生 理 用 品 な ど を 装着 し て タワ ー フ し ます 。 と いう の も 彼女 は そう する 必 














要 に 人 迫 ら れ て いる の で あり 、 ア デッラ ー は 人 が 抱え きれ な いよ うな 負担 を 課さ れる こと は な 
いか ら で す 。 そ し て その よう な 者 の ハッ ジ は 、 - アッ ラー の お 許し と 共に - 正しく 有効 な 


PAR の で の で し うう 。 





























人 @ 投石 に お ける 代理 に 関す る 法 的 見 解 : 























そう する 能力 の な い 老 若 男 女 の 弱 者 の た め に 投石 の 代理 を 依頼 する こと は 、 合 法 で す 。 
その よう な 場合 、 代 理 人 は 各 ジ ャ マラ ー ト に お いて まず 自分 の 分 の 投石 を 済ま せ 、 そ れ か 








ら 依頼 人 の た め の 投 石 を し ます 。 


























@ 廊 人 性 が ウム ラ の た め の プ フラ ー ム 16 に 入り 、 タ ワー フ を する 前 に 月 経 を 見 た 場合 、 ズー・ 
アル テヒ ッ ジ ャ 月 の 9 日 前 に 月 経 が あめ が っ た ら グ スル を し て ウム ラ を 完遂 し ます 。 そし 





て パッ ジ の イジ ラーム に 入り 、 




















アラ ファ へ と 向かい ます 。 し か し も し その 日 まで に 月 経 








が 終わ ら な か っ た ら 、「 ウ ムラ と ハッ ジ の た め に あな た の 御 許 に 馳せ 参じ し ます 」 と 唱え 
て ウム ラビ に ハッ ジ を 佐 合 し て し まい ます 。 こ うず る こと で 彼 友 は キジ ー シ ( ハ ッ ジ と ウ 
ムラ を 同時 進行 する 巡礼 形式 ) に 入り 、 人 々 と 共に アラ ファ の 地 に 立ち ます 。 そ し て 月 











@⑯ プン ラー が だ (ハッ ジ の み を 行う 巡礼 形式 )、 あ る い は キラ ー ン (ハッ ジ と ウム ラ を 同時 


























経 が 終了 し た ら グ スル を し 、 タ ワー フ を する の で す 。 





進行 する 巡礼 形式 ) を する 者 は 、 マ ッ カ 入り し て タワ ー フ と サ ア イ を 終え た ら 、 巡 礼 形 
式 を タマ ッ ト ム み (ウム ラ を 終え て か ら ハ ッ ジ に 移行 する 巡礼 形式 ) へ と 変更 すべ く 、 行 
ろ た 行 を ソム ラ と 変 換 す る こと が スズ スンナ で す 。 ダ タワー フィ アル ニー イア テー ダグ ダ を 行う まで 
は 、 巡礼 形式 を タマ ッ ト ッ へ と 変換 する こと が 出来 ます 。 一 方 アフ ラー だ を する 者 が キ 
ラー ン へ と 連 礼 形式 を 変更 し た り 、 キ ラー ン と を する 者 が イフ ラー ド へ と 変更 し た り は し 













































































ませ ん 。 飽 くま で スン ナ は 、 プ イフ ラー だ か キラ テー ン を する 者 が 巡礼 形式 を タマ ッ ト ゥ へ 











と 変更 する こと で す 。 但し キラ ー ン を する 者 が 犠牲 を 連行 し て いる 場合 、 そ の まま キラ 








ー ン を 継続 し ます 。 











⑯ ハッ ジ で あれ ウム ラ で あれ 、 巡 礼 者 は 嘘 や ギー パ 、 口 論 な どか ら 口 を 慎み 、 悪 い 品 
を 回 避 す る よう に し な けれ ば な り ま せん 。 ま た よい 同行 者 を 選び 、 合法 か つよ き 手 段 で 








得 た 財 で も っ て 巡礼 し ます 。 









































15 訳者 注 : 心身 の 清浄 化 を 意図 し た 全身 の 洗浄 。 











16 訳者 注 : 詳 し く は 「⑨ イ フラ ー ム 」 








の 項 を 参照 の こと 。 








17 訳者 注 :「 ギ ー バ 」 と は その 内 容 の 真 偽 に 関わ ら ず 、 そ の 当 人 が 言及 され る こと を 左 う よう な こと を そ 


の 陰 で 話す こと を 意味 し ます 。 
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⑯ カアバ 神殿 の 中 に 入る こと に 関し て の 法 的 見 解 : 














カアバ 神殿 の 中 に 入る 機会 が あれ ば それ は よい こと で す が 、 本 来 そ れ は 義務 で も スン ナ 











で も あり ませ ん 。 そ の よう な 機会 を 得 た 者 は 中 で サラ ー ( 礼 














ゥ アー (祈願 ) し ます 。 ま た 
突き 当り の 壁 と 
Eee 



































カアバ ネ # 

















的 を し 、 ググ ク ど だ ー ル 9 も 。 ド 

















殿 の ドア か ら 入 っ た 際 に は その まま 真っ 直ぐ 進み 、 











分 と の 間 に 約 3 プ ィ ラー ァ 19 ほ どの 間隔 を 空け 、 ドア を 疹 に し て サラ ー し 














⑯ ハッ ジ の 中 に は 、 特 に ドゥ アー (祈願 ) すべ き 6 つの ポイ ント が あり ます : 








以下 に 挙げ る 6 つの 地点 が 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) か ら 確 実に 
念 す べき 場所 で す : サナ イ に お ける ① サ ファ ー と ② マ ル ワ の 





に 専 





本 の て で いる 本 必 
E、⑱ ア ラジ ラン ジン ァ 、 ぬ ムズ グ ] 
後 。 











人 @ ハッ ジ の 巡礼 者 が 一 斉 に 移動 する ポイ ント は 、3 箇 所 あり 
ラフ ァ か ら ム ズ ダ リフ ァ ま で の 間 と 、 ② ム ズ ダ リフ ァ か ら 




















グ デ S05) 











最初 の ジャ ムラ の 投石 後 、⑥2 番 






































の ジャ ムラ の 投石 

















ます : ① イ ー ド の 日 の 夜 、 ア 
ミナ ー ま で の 間 、 そ し て タワ 








ー フ ・ ア ル テ イ フ ァ ー ダ の た め に ③ ミ ナー か ら マ ッ カ へ と 移動 する 際 で す 。 


@ 型 な る 儀式 の 場 に お ける 過ごし 方 : 


]ー ミ ボー と み ムズ グリ ファ と アラ アァ は ハッ ジ の 聖なる 儀式 の 場 で あり 、 誰 








と は 出来 ませ ん 。 





も 私 有する こ 

















ミナ ー に お いて 、 正 当 な 理由 も な く ア イヤ ー ム ・ デ ッ テ タ シュ リー ク の 2 晩 あ る い は 3 


















































付近 に ある テン 
て も 問題 は な く 、 財 罪 も 義務 








し て 自ら を 害し 、 他 人 に 迷 惑 を か けた り し て は いけ ませ ん 。 

















ミナ ー の 外 で も 構わ な い の で 、 
か ら 最 も 近い 場所 に 腰 を 据え ます 。 そ の よう な 場合 ミナ ー の 外 に 滞在 し 





上 の 滞在 を 放棄 し た 者 の ハッ ジ は 有効 で す が 、 罪 を 犯し た こと に な り ま す 。 ミ ナー 内 に 滞 
在 す る 場所 を 見 出す こと が 出来 な い 者 は 、 





ミナ ー の 境界 線 








付け られ ませ ん 。 尚 ミナ ー 内 の 歩道 や 路上 で 夜 を 過ごし た り 











2 フー ミチ ー よ ムズ ダリ フン テ と デラ ブフ ブ ァ は モス ク の よう な 場所 で あり 、 誰 も そこ に お いて 家 
は その 土地 を 取得 し て 賃貸 し た りす る よう な こと を し て は な 
り ま せん 。 も し その よう な 状況 に 遭遇 し た 場合 で も 賃貸 料金 な ど 払う 義務 は な く 、 罪 は そ 
の 場所 を 勝手 に 私 有 有 し よう と し た 者 に あり ます 。 


を 建て て 賃貸 し た り 、 あ る い 








利 の 実現 の た め 、 









































ご ヴ 


E た イマ ー ム は 巡礼 者 の 快適 な 滞在 と 福 
これ ら の 是 地 に お ける 諸々 の 都合 を 取り 計ら う 義 務 が あり ます 。 





























18 訳者 注 : アッ ラー こそ が 最も 偉大 で あり 、 そ れ 以 外 の も の は 全て 革 少 な 存在 で ある こと を 唱 念 する た 


め の 言 葉 。「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と いう 言葉 に 代表 され ます 。 


19 訳者 注 : 1 ズ ィ ラ ー ァ は 約 50cm で す 。 
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2 グ ウジ ウ ング マー クジ シン ペデ ー ズ に デル アラ の 


アッ ラー か ら の 祝福 と 
そし て ( 預 言 者 は ) 


SE た 
天 7ー 






























































戸 


( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 


と 平安 あれ ) の 教 友 の ある 者 は こ 




















20 と 言っ て キ ブ ラ の 左 仙 
そし て 人 々 を 彼ら の 回 





ー ド と アン ニナ サー イー の 伝承 2 


@ 基 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の ハッ ジ の 形 : 


ジャ ー ビ ル * デ シィ デ デブ デ ド ッ ジ ー (彼ら に デッラ ー の ご 
ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 3 
ハッ ジ を せ ず に 過ごし まし た 。 そ し て 10 年 























の 祝福 と 平安 あれ ) が ハッ ジ の 巡礼 に 出発 する と いう 通達 が な され 、 
よう に (ハッ ジ を ) 行う こと を 望む 多く の 者 が マデ ィ ー ナ に 集結 し 








ち は 彼 と 共に マデ ィ ー ナ を 出発 し 、 ズ ー・ 
ビン ト ・ ウ マイ ス が アブ ー 








マー ッ ・ 


戸 


F 安 と 祝 












































アル テフラ イフ ブフ ァ 22 





・ バ クル の , 


彼女 は その 件 に つい て いか に すべ きか 誠 ね る べく 、 ア デッラ ー の 使徒 


戸 


祝福 








と 平安 あれ ) 【 




















くさ れ て いる の を 肖 
ッ ラ ー の 使徒 








許 に 馳せ 参じ まし た 、 
称賛 と 
た が 、 





大 
や ハト 




















こ 有 馳せ 参じ ま 
あな た 
恵 と 主権 は 、 並 ぶ お も の な き あ な た に 
アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 











に 使い を 送り まし た 。( そ れ に 関し て 預言 者 は ) 
し 、 布 類 で も っ て (出血 が 漏れ ぬ よ う ) 抑え る の だ 。 そ し て イフ ラー ム に 入る が よい "。 
れ か ら ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 
給 2 人 人 9 
彼 の 前 後 左 右 が 乗り 物 用 の 家 

















戸 


と 当 























に 乗っ て 、 あ る い は 徒歩 で 歩む 巡 ネ 
曲 と 平安 あれ ) 
そし て 彼 は 、 タ ウ ヒ ー ド の 
し た 。 あ な た の 御 
に 並ぶ も の は あり ませ ん 。 






































戸 


と 当 












































ご 満悦 あれ ) 
う 言 いま し た : 「 表 言 者 
F 安 あれ ) は ミナ ー で 説教 を し 、 人 々 を 各々 の 場所 に 配置 し ま 
は 、* メ ム ハ ー ジ ルレ は ここ に 和 宿営 さき せよ" と 言っ て キ ブ ラ の 右側 を 
アン サー ル は こち ら に 宿営 させ よ " 


ら 預 言 者 は こ う 言 いま し た )" り に 宿営 させ よ 。" 」( ア ブー・ 


満悦 あれ ) は 言い まし た : 
時 あれ ) は (マデ ィ ー ナ に 移っ て か ら ) 9 年 間 、 
に な っ て アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら 


に 到 
息子 で や る ムハンマド を 出産 し まし た が 、 


F 安 あれ ) は モス ク で サラ ー (礼拝) 
E し た 。 そ し て 彼 の ラク ダ が 砂漠 で 立ち 止ま っ た 時 、 


は 私 た ちの 中 

















に よれ ば 、 預 言 者 
( 彼 に 
寺 
示し 、 
だ が も まし た 。 (で れ が 
2 


















































「 ア ッ 


彼 に 従い 、 彼 と 同じ 
まじ た 。 その で 邊 た だ 
まだ 。 そる で アス 



































( 彼 に アッ ラー か ら の 
言い まし た グ ス ル 23 を 
そ 








時 





私 は 
L 者 で 見 渡す 限り 埋め 尽 





陸 語 26222 この の 下 示 DK の D で の の 重い の 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝 

ち は 彼 の 成す こと 全て を 模 條 し まし た 。 
ッ ラ ー よ 、 あ な た の 御 許 ( 








心 に お り 、 そ し て 私 た 


言葉 5 を 唱え ま し た に ア 











踊 に 馳せ 参じ し まし た 。 あ な た の 御 
あな た の 御 許 に 馳せ 参 じ し ま し た 。 
こそ 属し ます " それ で 人 々 も 同様 に 唱 
F 安 あれ ) は それ に 関し て 何 の 異 議 も 











ま し 








































































































20 訳者 注 :「 ム ハー ジル 」 は マッ カ か ら マ ディ ー ナ へ と 宗教 迫害 を 逃れ て 移住 し た 信仰 者 で 、「 ア ン サ ー 
ル 」 は 彼ら を マデ ィ ー ナ で 迎え 入れ 、 財 や 住居 な どの 物質 的 側面 と 精神 的 側面 か ら 援助 し た 信仰 者 た ちの 
ここ CS す 3 

21 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1951) 、 ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (2996)。 文章 は アブ 
ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 

22 訳者 注 : 詳 し く は 「② ミ ー カ ー ト 」 の 項 を 参照 の こと 。 

23 訳者 注 : 心身 の 清浄 化 を 意図 し た 全身 の 洗浄 。 

24 訳者 注 :「 カ スワ ーッ ゥ 」 は 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の ラク ダ の 名 前 で す 。 彼 が 
マッ カ か ら マ ディ ー ナ へ と 宗教 迫害 を 逃れ て 移住 し た 時 に 乗っ て いた の が 、 こ の ラク ダ で ある と 言わ れ て 
いま す 。 

25 訳者 注 : つま り 「 タ ルビ ヤ 」 の こと で す 。 詳 し く は 「③ イ フラ ー ム 」 の 項 を 参照 の こと 。 
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唱え ませ ん で し た 。 こ うし て アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は タ 
ルビ ヤ を 常に 唱え 続け た の で す 。」 






































(続け て ) ジャ ー ビ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 た ちら は 皆 ハッ ジ 
に 臨ん だ の で あり 、( ハ ッ ジ の 時 期 に ) ウム ラ (が 行え る こと な ど ) は 知り ませ ん で し た 26。 
私 た ち は 彼 と 共に カアバ 神殿 に 赴き 、( 黒 石 の 埋め 込ま れ て いる ) 柱 に 触れ まし た 。 そ し て 
(タワ ー フ の 最初 の ) 3 周 を 早足 で 、( 残 り の ) 4 周 を 歩い て 回 り ま し た 。 そ れ か ら プ プラ 
ー と ー ム の 立ち 盛 ?7 へ と 赴き 、- イブ ラー ヒー ム の 立ち 所 を 、 サ テー (礼拝 ) の 場 と せよ 。, 
(クル アー ン 2 : 125) と 唱え 、 そ れ を カアバ 神殿 と 自分 の 間 に 挟 ん だ 形 で 立ち まし た 。」 




















































































































(伝承 者 の 1 人 、 ジ ャ アフ ァ ル は ここ で 言い まし た : ) 「 私 の 父 - 彼 が それ を 預言 者 ( 彼 
こ ア ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平 放 あ れ ) か ら 伝 えて 言っ た こと な の か どう か は 知り ませ ん が - 
、 こ う 言 いま し た 28* ( 彼 は 、 イ ブラ ー ヒ ー ム の 立ち 所 で の 2 ラク ア の 礼拝 に お いて ) : - 
言え 、「 不 信仰 者 た ちよ 。」, (クル アー ン 109) と - 言え 、 か れ は アッ ラー、 唯 一 な る お 
方 。, (クル アー ン 112) を 読み まし た 。"」 














て 


ーー 























多 











(ジャ ー ビ ル は 続け て 言い まし た : ) 「 そ れ か ら ( 玉 言 者 は 黒石 の ) 柱 に 戻る と 黒石 に 触 
bu 大正 次 光 の 扉 か ら ) 仙 て で ザ テ ァ ー ベ 同 の が いま し だ 、 そし て で サジ シテ ーー に 提 人 人 く た 、~ こ 実に 
サフ ァ ー と マル ジ は 、 ア ッ ラ ー の み し る し の 1 つ で ある 。 ゆえ に カアバ 神殿 へ の ハッ ジ に 
語 で た り 、 ウ ムラ を 行っ た りす る 者 は 、 そ の 周囲 を タワ ー フ し て も 支障 は な い 。 そ し て 自 
ら 進 ん で (義務 で は な い イ バー ダ や 善行 を ) 行う 者 は 、 よ きも の を 得 よ う 。 実 に アッ ラー 
は (どの よう な 占 細 な こと で あっ て も ) よく お 報い に な られ 、 全 て を ご 存 知 の お 方 な の で 
ある 。 , (クル アー ン 2 : 158) と 唱え 、「 ア ッ ラ ー が 始め られ た こと に お いて 開始 し ます "」 
と 言い 、 サ ファ ー の 丘 か ら 行 を 開始 し まし た 。 そ し て サフ ァ ー の 丘 に 昇る と カアバ 神殿 の 
友 に 同 が We、 グ ハケ デル ん 30 と ク ク お ポール 3 を 中 まし た 。 そし て こう 言い まじ た 》 ダー・ イ 
ーー ツー ディル 2 パグ ジャ クタ テ ャ クキ ルー クッ クン 、 ジ クール スル ググ ィ 
ジア ラル "の 0 お 、 アス イン ジジ ト デア ーッ ク ツジ シャ が イル の アー ルル ダー ュ イ アー 
2Nw パ クジ ッ ジ ジー ジャ ンス 、 テン ルツ ドン クア ググ 。 ウン プク ググ ィング アダ グン 、 ツ グ * ャ パ 
が ザマ ・ ア デル テア デハ ザー バ ・ ワ ハ ダ ブ (いか な る 共同 者 も な い 、 唯 一 の アッ ラー の 他 に 真 に 



























































































































































26 訳者 注 : イ スラ ー ム 以前 の 習慣 で は 、 ハ ッ ジ の 時 期 に は ウム ラ は 出来 な いも の と され て いた た めで す 。 
27 訳者 注 : イブ ラー ヒー ム が アッ ラー の 命 に 従っ て カアバ 神殿 を 建設 する 際 、 そ の 足場 に し た と 言わ れ 
る 台 の こと 。 カ アバ 神殿 か ら み て 東側 の 、 程 近い 場所 に あり ます 。 

28 訳者 注 : この ハデ ィ ー ス は 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) と 共に ハッ ジ を 行っ た 教 
友 ジ ャ ー ビ ル が 第 2 伝承 者 で も る ムハンマド に 、 そ し て ムハンマド が その 息子 の ジャ アフ ァ ル に 伝え る 、 
と いう 形 で 伝承 され て いま す 。 こ の 言葉 は ジャ アフ ァ ル の も の で 、 彼 は 彼 の 父 ム ハン マ ド が 伝承 の 中 で 言 
及 し た クル アー ン の これ ら の 章 の 朗 褒 に つい て の 話 が ジャ ー ビ ル 自身 の も の で あっ た の か 、 あ る い は ジャ 
ー ビ ル が 預言 者 か ら 伝え た も の な の で あっ た か 確信 が も て な いと 言っ て いる の で す (アン テ ナ ワ ウィ ー 著 
サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム 解 釈 より )。 
29 訳者 注 : クレ アー ン の 名 で 「 サ ファ ー」 が 「 マ ル ワ 」 よ り 先 に 言及 され て いる 通り 、「 サ ファ ー」 の 
か ら サ アイ の 業 を 開始 し ます 、 と いう 意味 で ある と 言わ れ ま す 。 

30 訳者 注 : アッ ラー こそ が 唯一 の 主 で あり 、 真 に 崇拝 すべ き 対象 で も る こと を 唱 念 す る た め の 言 葉 。「 ラ 

イ 













































































































































































ー ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー」 と いう 言葉 に 代表 され ます 。 
31 訳者 注 : アッ ラー こそ が 最も 偉大 で あり 、 そ れ 以 外 の も の は 全て 基 少 な 存在 で ある こと を 唱 念 す る た 
め の 言 葉 。「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と いう 言葉 に 代表 され ます 。 
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財 拝 すべ きも の は な し 。 そ し て か れ に こそ 主権 と 全て の 寿美 は 属し 、 か れこ そ (! 誠に 
方 で ある 。 唯一 の アッ ラー の 他 に 真 に 財 拝 すべ きも の は な し 。 か れ は お 約束 を ご 遂行 され 、 























その し も べべ を お 助け に 
























































まし た 。 そ し て マル ワ の 丘 











人 NSR それ か 
ら ド ッ ゥ アー (祈願 ) に 勤 し み 、 こ の よう な こと を 3 回 繰り 返し 
へ と 向け て そこ を 降り 、 そ の 両足 が 谷底 に 差し 掛か っ た と ころ で 駆 

















太 二 だ で 2 で 上 9 





に 差し 掛か る と 歩き 出し 、 こ うし て マル ワ の 丘 に 到達 し まし た 。 マ ル ワ の 丘 で は サフ ァ ー 
ワ の 丘 で 迎え まし た 。 そ し て こ 





の 丘 で し た の と 同じ こ 














2 団 LC きも 志 


か ら 巡 礼 の た め の ) 犠牲 を 率い て 来 ず 、 そ し て これ ( 先 














と を 行い 、 サ アイ の 最後 の 周 は マル 
私 が 過ぎ 去っ て し 






































E っ た こと を 取り 戻せ る の な ら 、( 私 は マデ ィ ー ナ 
生 の た 行 の こと ) を ウム タテ と し 





た の だ が 。 ゆえ に あな た 方 の 内 で 犠牲 を 率い て こ な か っ た 者 は 、 今 行っ た 行 を ウム ラ と し 、 


イフ ラー ム を 解く の だ 。" 
0 まき 
以後 ずっ と な の で すか ?* 








の 指 を 交互 に 組む と 、 
いま し た (この 命令 


























する と スラ ジー カ *・ ブ プン ・ マ ー リ ク グ ・ ブ プン ・ ジ ュ デ シム が 立ち 上 が 
アッ ラー の 使徒 よ 、 こ の 命令 は 今年 の みな の で すか 、 そ れ と も 今年 
デッラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 両 ヨ 
2 思 ウム ラ は ハッ ジ の 中 に 入れ られ た の だ " 


[けけ 


























員 


ど ご 言い 。 そし で と う 言 


は これ 以降 も ) ずっ と で ある 。 ず っ と で ある "。 


























そこ で アリ ー が 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の た め の 犠 牲 (ラク ダ ) 





を 引き 連れ て 、 イ エメ ン か ら や っ て 来 3 


ラー の ご 満悦 あれ ) ヵ 
た の で 、 そ れ を 符 め 3 























* イ フラ ー ム を 解き 、 染 物 の 衣服 を ま 
E し た 。 (ファ ー テ ィ マ は 彼 に ) 言い 





こう する よう 命じ られ た の で す 。*」 


(ジャ ー ビ ル は 引き 続き ) 言い まし た :「 ア リー は イラ ク で 、 


こう 言っ た も の で す !* 私 は ファ ー テ ィ マ が 行っ た こと に 関し 、 い きり 立ち な が ら ア ッ ラ ー 











の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と に 赴 
そし て 自分 が 彼女 の 行い を 答 め た こと も 伝え まし た 。 す る と ( 預 言 
者 は ) 言い まし た : 「( 彼 女 は ) 真実 を 語っ た 。 真 実 を 語っ た 。 あ な た は ハッ ジ を し よう と 
決心 し た 時 、 何 と 言っ た の か ?」 私 は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た の 使徒 が 行っ 





いて 彼 に 誠 ね ま し た 。 








た よう に イフ ラー ム 

























































































E し た 。 彼 は ( 彼 の 妻 ) ファ ー テ ィ マ (彼女 に アッ 


と い 、 有 眼 に は ユ コ フル 33 を つけ て い 





革 じ 涼 生 














(つま り 預 言 者 ) が 











(この 時 の こと に つい て ) 





き 、 彼 女 が 言っ て いた こと に つ 





























に 入り ます 、 と 言い まし た 」 (預言 者 は ) 言い ま し た :「 私 に は 犠牲 が 


ある の だ 。 (それで イフ ラー ム を 解 か な か っ た の で あり 、) それ ゆえ あな た も イフ ラー ム を 


解い て は な ら な い 」'」 








(ジャ ー ビ ル は ) 言い まし た :「 ア リー が イエ メン か ら 率 いて 来 た 犠牲 と 、 ア ッ ラ ー の 使 
E の 総数 は 100 頭 に 達し ま し た 。」 











徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 率い て 来 た 犠 判 























(ジャ ー ビ ル は 引き 続き ) 言い まし た :「 そ し て 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あ 


れ ) と 犠牲 を 率い て いた 者 を 除い て 、 人 々 





























32 サ ヒ ビーフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (4114) 、 


3 訳者 注 : 眼病 を 予防 





し た りす る 目的 で 目 の 周り に 付け る 】 
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サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (1218) 。 
叶い 粉 の こと 。 


は 皆 イ フラ ー ム を 解き 、 




















頭髪 を 切り まし た 。 そ 


文章 は ムスリム の も の 。 
硫化 アン チ モ ン を 指し ます 。 


し て タル ウィ ヤ の 胡 34 - ズー・ ア ルー 
た 。 そ し て ハッ ジ の イフ ラー ム に 入り 、 ア デッラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平 


ヒッ ジャ 月 の 8 日 - に 、 彼ら は ミナ ー へ と 向かい ま 














AG プ 











ぬれ 2) は シク ググ た 乗ら て (ミサ ナー や と 直 き ) 、 そこ で スウ クル と デア スル ら マグ リク さよ イシ ジャ ー 


と ファ ジュ ル の 礼 料 
ミラ 35 に ( 家 間 の ) 毛 製 の テ 





ら の 祝福 と 平安 



































【 








あれ ) は 歩 


ツ 








生 を し まし た 。 そし て (ファ ジェ ル 後 ) 太陽 が 昇る まで 少し 待つ と 、 ナ 
ント を 張る よう 命じ まし た 。 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か 
み 出 し まし た が 、 ク ライ シュ 族 の 者 た ち は て っ きり 彼 が イス ラ 











ー ム 以前 の 無明 時 代 に クラ イシ ュ 族 が そう し て いた よう に 、 ア ル テ マ シュ アル ・ ア ル テ ハ 
リフ ァ ) に 留まる も の だ と 思っ て 疑い ませ ん で し た 。 し か し アッ ラー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は そこ を 越え て 、 ア ラフ ァ に 到達 し まし た 36。 ナ 
の た め の テ ント が 張 られ て いま し た 。 彼 は 太陽 が 傾き 始め る まで そこ に 河 
在 す る と 、 カ スワ ーッ に 較 を つけ る よう 命じ し 、( ウ ラナ ) 谷 の 中 央 まで 歩み 出 て 人 々 に 読 教 


ジー ム (バズ ペダ 


ミラ に は 既に 彼 































































































し まし た 。 (預言 者 は 、 説 教 に お いて こう ) 言い まし た : 


′ あな た 方 の 生命 も 財産 も 、 こ の 
な の だ 。 (イスラーム 以前 の ) 人 


血 の 復讐 も また 、 



























































国 に お ける この 日 、 こ の 月 の 神聖 さと 同様 に 神聖 な も の 


















































E 明 時 代 の 諸事 は 、 全 て 私 の 足下 で 破棄 され る 。 無 名 時 代 の 























破棄 され る の だ 。 血 の 復讐 の 廃止 が 適用 され る 最初 の 例 は 、 バ ヌー・ サ ア 
ド 族 に 育て られ フ ザ イル 族 に 殺さ れ た ラビ ー ア ・ ブ ン ・ ア ル テ ハ ー リ ス の 上 息子 の 件 で ある 。 








また 無明 時 代 の バー (不法 商行 為 ) も 破棄 され る 。 リ バー の 廃止 が 適用 され る 最初 の 例 











は 、 ア ルテニア ッ バ パース ・ ブ ン ・ ア ブ ド ・ ア ル テ ム ッ タ リプ ブ の 利子 の 件 で ある 。 それは 全て 
放棄 され る の だ 。 











また 女性 に お いて 、 ア ッ ラ ー (の 人徳 罰 や お 冶 り の 原因 と な る よう な 物事 ) か ら 身 を 慎む の 








だ 。 あ な た 方 は アッ ラー の 保障 の 下 に 彼女 ら を 村 っ た の あり 、 ま た アッ ラー の 御 言葉 に お い 
て 彼女 ら の 肉体 を 合法 的 な か も の と し た の で ある か ら 。 あ な た 方 は 妻 に 対し 、 彼 女 ら が あな 





た 方 の 住ま い 














に あな た 方 が 望ま な い 者 を 勝手 に 入れ させ な い 権 利 を 有する ?『。 も し 彼女 ら が 











その よう な 事 を し た な ら ば 、 あ な た 方 は 彼女 ら に 体罰 を 施し て も 良い が 、 度 を 過ぎ な いよ 2 う 
に せよ 。 また 彼女 ら は あな た 方 に 対し 、 食事 と 衣服 を 適切 な 形 で 与え られ る 権利 を 有する 。 





私 は あな た 方 ! 














こ 、 私 の ( 死 ) 後 も それ を 固守 し て いる 限り は あな た 方 が 迷い 去る こと の 





な いも の を 残し た 。 そ れこ そ は アッ ラー の 書 (クル アー ン ) で ある 。 あな た 方 は (審判 の 





日 ) 私 に つい て 尋ね られ る が 、 








一 体 あ な た 方 は (その 時 ) 何と 言う の か ?" 





























34 3 と は 元 来 、 水 の 供給 を 意味 し ます 。 と いう の も ヒジ ュ ラ 暦 8 日 に 赴く こと に な 
る こ は 本 来 水 が な く 、 そ れ ゆ え に こ の 日 は 水 を ミナ ー に 運ぶ こと に な っ て いた か ら で す 。 























て い 
35 訳 務 凍 2 














ら 、 そ こ か ら は 出 な い 」 と 秦 り 高 ぶ り 、 





























か ら 見 て アラ ファ の 手前 に 位置 する 場所 の 名 で 、 ア ラフ ァ の 中 に は 入り ませ ん 。 
36 訳者 注 : イス ラー ム 以 前 の 無明 時 代 に お いて ハッ ジ の 際 、 ク ライ シュ 族 は 「 我 々 は 聖域 の 民 で ある か 








逗留 する と いう 慣わし を 固 持 し て いま し た 。 











の 期待 を 

















城 外 で ある アラ ファ に 向かっ た の で す 。 
37 訳者 注 : 原文 で は 「 妻 が あな た 方 の 胡 う 者 を 裸 に 入れ させ な い 権 利 」 と あり ます が 、 サ ヒー フ ・ ム ス 











リム 解釈 者 の 1 人 で ある アン テ ナ ワ ウィ 








聖 城 外 で ある アラ ファ まで 行か ず に 聖 城内 で ある ムズ ダリ ファ に 





預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は そん な 彼ら 





切り 、 ク ライ シュ 族 以外 の 他 の アラ ブ 部 族 が そう し て いた よう に 、 ム ズ ダ リフ ァ を 後に し て 聖 























ー は 上 記 の よう に 解 息 し て いま す 。 
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(聴衆 は ) 言い ま 
し た 。 ま た (使徒 と し て の 役割 
告 を され まし た 」 と 証言 し ま 


























する と 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 
か ら 聴 衆 に 向け て 、" アッ ラー よ 、 





いま し た 。 


そし て アザ ー ン ( 礼 


















































E 時 間 に 入 っ た こと を 告 











マ (礼拝 開始 の 合 区 



































た ) イカ ー マ が 行わ れ 、 
何 の 礼 拝 も し ませ ん で し た 。 
れ ) は (アラ ファ の ) 立ち 所 
周 石 群 脇 に と め ま し た 。 そ 
念 唱 を し な が ら ) 立ち 続け ま 
だ 頃 、 5 きい の 
(の け ぞ っ て ) 足 を か ける 部 分 に 当たる 
な か がら 、 と こう 言い まし た 
ラク ダ が そこ を 癌 り 切 る 3 




















の し て みみ スゲ リウ アテ (と 
リプ と イシ ャ ー の 札 振 


か ら ア デッラ ー の 使徒 





























0 の 使徒 
、 彼 の 上 肉 テ ラク ダ 「 カ スワ ーッ 」 を (ラフ マ 山 の 薦 の ) 
こし 、 キ ブラ の 方 向 を 向い て 日 
黄色 い 光 が 少 
まし た が 、 












































ご ヽ 





時 に 。 静粛 に 。* 


E で (手綱 を ) 幾 分 緩 ま 



































、 そ の (2 つの 礼 提 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 
1 度 の アザ ー ン と イカ ー マ で も っ て ファ ジュル の 礼 提 
アル テマ シュ アル ・ ア ル テ ハ ラー ム 38 に 店 
キ ブ ラ に 向かっ て ドゥ アー (祈願 ) し 、 タ タク ビール 39 し 、 タ ハリー ル 20 し 、 ア ッ ラ ー の 唯 
性 を 確認 し 続け まし た 。 そ れ か ら 太 陽 が 昇る 前 ( 
の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 
分 の 後ろ に 同乗 させ 








Qr 
7【T 
































こそ こ を 昌 























E し た 。 彼 は 髪 が 美しく 、 肌 の 
後に 婦人 た ち を 乗せ た ラク ダ の 1 和 群 の 脇 を 通り か か り 
E し た 。 そ れ で アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝 








は 彼女 た ち を 眺め B 























の 祝福 と 平安 あれ ) ( 


























は 顔 を 逆 方 向 か ら 昌 
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また 別 方 向 か 0 











こ に" 「 あ な た は 確か に 、 あ な た の 


E か ら の メッ セー ジ を 伝え られ ま 





また あな た 


証人 た れ 。 ア デッラ ー よ 、 


げ る 呼び か け ) が 唱え られ 、 
まく 5228 で 204 島 手 
その 2 つの 礼拝 の 間 に は 


預言 者 は ) ズ フ ル の 礼拝 
今度 は ) アス ル の 礼 提 














の 共同 体 に (誠実 な ) 中 
































まし た が 、 











平安 あれ ) は 人 差し 指 を 空 に 向け て 指し 、 そ れ 
証人 た れ " と 3 回 











避 繰 り 返 し て 言 


次 いで イカ ー 











( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あ 





E の ) 間 礼 振 
平安 あれ ) は ファ ジュ ル 
E を 行い 、 そ れ か ら カ スワ ーッ に 乗っ て 
ま 必 だ で も て 8 が 非常 





E し た が 、 














た 砂 
ま 4L2G9 


























日 発 し ま 












































没 ま で ( 願 や 
消え て 太陽 が 完全 に 沈ん 
その 際 カ スワ ーッ の 頭 が 
02 
こさ し か か る 度 、 











し 、 そ こ で 1 度 の アザ ー ン と 2 度 の イカ ー マ で も っ て マグ 
ませ ん で し た 。 そ れ 
E で 横 に な る と 、 





こ 明 る く な る まで 、 

















、 そ の 際 ア ッ ラ ー 
平 安 あれ ) は アル ニテ ファ ドゥ ル ・ ブ ン ・ ア ッ バ パー ス を 
白い 美男 子 で し た 。 そ し て 出発 し た 
その 時 アル テ フ ァ ドッ ゥ ル 





時 と 平安 あ 























れ ) は MA う ) 手 で アル テニ フ ァ ド ッ ゥ ル の 顔 を 覆い まし た が 、 彼 
出し まし た 。 そ れ で アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら 
HH し て アル テ フ ァ ドッ ゥ ッ ル の 顔 を 覆い 
出す の で し た 。 そ うす る 内 に ム ハ ッ スィ ル の 谷 


し た が 、 彼 は 


に さ し か か 


38 訳者 注 : 本 来 ム ズ ダ リフ ァ 内 の ク ザ フ と いう 小山 が あっ た と ころ で す が 、 現 在 は それ は な く な り 、 モ 





スク が 


設 さ れ ま し た 。 

39 訳者 注 : アッ ラー こそ が 最も 偉大 で あり 、 そ れ 以 外 の も の は 全て 
め の 言 葉 。「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と いう 言葉 に 代表 され ます 。 

崇拝 すべ き 対 象 で や る こと を 唱 念 す る た め の 言 葉 。「 ラ 














40 訳者 注 : アッ ラ 


デー マイ アー ハッ ゴイ ゴ ッ ジ タマ タデ 1 
































と いう 言葉 に 代表 され ます 。 


人 

















中 少な 存在 で ある こと を 唱 念 する た 























り 、( 預 言 者 は ) 歩み を 少々 速め まし た 。 そ し て 大 ジャ ムラ (アル テア カバ の ジャ ムラ ) へ 
と 続く 真ん中 の 道 を 取り 、 1 本 の 木 の 脇 に ある ジャ ムラ に 到着 し ま し た 。 彼 は そこ で 7 つの 
小石 を 投げ ま し た が 、 谷 の 真ん中 か ら 1 つ ず つ 指 で つま ん で 投げ 、 そ の 一 投 ご と に 「 ア ッ 
ラー フ ・ ア ク バ ル (アッ ラー は 偉大 な り )」 と 言い まし た 。 


































































































それ か ら 犠 牲 を 居る 場所 へ 赴き 、 自 ら の 手 で (100 頭 い た 内 の ) 63 頭 の ラク ダ を 層 り ま 
し た 。 そ し て 残り は アリ ー に 層 ら せ 、 彼 と 犠牲 を 共有 させ まし た 。 それから 悦 っ た ラク ダ 
の 了 肉片 を 鍋 で 調理 する よう 命じ し 、 ア リー と 共に その 了 肉 を 食し 、 ス ー プ を 飲み まし た 。 










































































その 後 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は ラク ダ に 乗る と 、 カ ア 
バ 神 殿 へ と 向かい (タワ ジー フ ・ ア デル テア イフ ァ ー ダ を し ) まし た 。 そ し て マッ カ で ズ フ ル の 
礼拝 を 行っ た 後 、 ザ ム ザ ム の 水 の 管理 に あたっ て いた アブ ド ・ ア ル テ ム ッ タ リプ ブ 家 の 者 た 
ちの も と に 赴き 、 こ う 言 いま し た アブ ド ・ ア ル テ ム ッ タ リプ ブ 家 の 者 た ちよ 、 水 を 波 む の 
だ 。 も し 人 々 が (私 の する こと に 従 お うと し て 挙 っ て や っ て 来 て ) あな た 方 の この 水 波 み 
作業 を 奪っ て し まう 惑 れ が な けれ ば 、 私 は あな た 方 と 共に 水流 み を し た と ころ な の だ が 。" 
それ で 彼ら は バケ ツ で 水 を 波 み 、 彼 は それ を 飲み まし た 。」( ム スリ ム の 伝承 人 ?) 
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⑯ ハッ ジ や ウム ラ に 関わ ら ず 、 旅 路 か ら 帰 宅 し た 際 に 唱え る こと : 


アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 軍 の 派遣 や 遠征 、 あ る い は ハッ ジ や ウム ラ か 
ら 帰 っ て 来る と 、 丘 や や 丘陵 地 に 昇っ て 3 回 タク ビー ル し 、 こ う 言 いま し た : 「 唯 一 の アッ ラ 
ー 以 外 に 真 に 祭 拝 すべ きも の は な く 、 か れ に 並ぶ 何 も の も あり ませ ん 。 王権 は か れ に 属し 、 
讃 美 も か れ に 属し ます 。 か れ は 全て に お いて 全能 で す 。 私 た ち 主 の 御 許 へ と 帰り 、 悔 悟 し 、 
崇拝 し 、 サ ジ ダ (平伏 官 ) し 、 そ し て か れ を 称え ます 。 ア ッ ラ ー は 御 自 身 の お 約束 を ご 履 
行 し 、 そ の し も べべ を 勝利 させ 、 部 族 連合 を か れ の み の お 力 で 敗走 させ られ ま し た 。」( ア ル 
ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 












































































































































⑯ ハッ ジ に お ける 根幹 的 行為 3 : 
(いひ イン ラー ム 、 アラ ファ で の 洋 往 、 ⑳ ク ワー シン アル ニー プン テー グ 、 の サ ア デイ 。 
⑯ ハッ ジ に お ける 義務 行為 : 

本 入 に と っ て 適切 が ミー カー トト か ら イ フラ ー ム に 入る こと 。 


給水 や 家畜 の 管理 な どの 正当 な 理由 が な い 者 を 除き 、 ア イヤ ー ム ・ デ アデ ッ テ タ シュ リー 
ク の 最初 の 2 日 間 の 晩 を ミナ ー で 過ごす こと 。 
































41 ヒー フ ・ ム スリ ム (1218) 。 

42 ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1797) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1344) 。 文 章 は ムスリム の も の 。 

43 訳者 注 : それ を 遂行 し な けれ ば 、 ハ ッ ジ が そもそも 成立 し な い 根幹 的 義務 行為 の こと で す 。 
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イー ド の 日 の 晩 を ムズ ダリ ファ で 過ごす こと 。 あ る い は 弱者 な どの 場合 は 、 夜 の 半分 
以上 を そこ で 過ごす こと 。 

ジャ ふみ ジー ド の 投石 。 

第 髪 、 あ る い は 頭髪 を 切る こと 。 

巡礼 を 終え を て マッ カ を 去る 際 に 、 マ ッ カ 居住 民 で な い 者 が タワ ー フ ・ ア ル テ ワ ダー ッ 
(別れ の タワ ー フ ) を 行う こと 。 


























@⑯ イフ ラー ム を し な けれ ば 、 巡礼 の 儀 は 成立 し ませ ん 。 ま た ハッ ジ で あれ ウム ラ で あれ 根 
幹 的 行為 を 1 つ で も や り 損 ね れ ば 、 巡 礼 の 儀 の 成立 は あり ませ ん 。 
































@ 義務 行為 を どれ か 1 つ で も 政 意 に 、 か つ そ の 規定 を 知り つつ 放棄 し た 者 は 罪 を 犯し た と 
みな され ます 。 そ の よう な 者 に は 周 罪 と し て の 犠牲 は 課さ れず 44、 巡 礼 の 儀 自 体 は 正 し 
い の で す が 、 不 完全 で ある と 見 な され ます 。 ま た 言動 的 な も の で あれ 行為 的 な も の で あ 
れ 、 巡礼 に お ける スン ナ - 根幹 的 行為 と 義務 的 行為 以外 の も の - の 放棄 や や り 損ね に 関 
し て は その 罪 を 問わ れる こと も な く 、 何ら か の ベ ペナルティ が 課さ れる こと も あり ませ ん 。 

































































@⑯ 巡礼 の 儀 の や り 損 ね と 妨害 に 関し て の 法 的 見 解 : 





アラ ファ で の 滞在 を 逃し た 者 は 、 ハ ッ ジ を や り 損 ね た こと に な り ま す 。 そ の よう な 場合 
よそ の 巡礼 を ウム ラ と し て イフ ラー ム の 解除 を し 、 犠 牲 を 捧げ 、 も し その ハッ ジ が 任意 で 
よ な く 義務 の も の で あれ ば 後に その や り 直 し を 求め られ ます 。 但 し 、 前 も っ て 巡礼 に 条件 
寸 け て いた 場合 $ は その 限り で は あり ませ ん 。 
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また 敵 に よっ て カアバ 神殿 の 入場 を 阻止 され た 者 は 、 犠 牲 を 捧げ 、 弟 髪 か 頭髪 の 切除 を 
行っ て か ら イ フラ ー ム を 解除 し ます 。 そ し て アラ ファ 滞在 を 阻ま れ た 場合 は 、 ウ ムラ を も 
っ て イフ ラー ム の 解除 と し ます 。 


























病気 や 財産 の 枯 潟 な ど で 巡 礼 の 継続 が 不可 能 に な っ て し まっ た 場合 は 、 も し 前 も っ て 条 
件 付け て いた の な ら 、 何 の ベ ナ ル ティ も な く イ フラ ー ム を 解除 する こと が 出来 ます 。 一 方 
イフ ラー ム を 条件 付け て いな か っ た 場合 は 、 何 ら か の 犠牲 を 層 り 、 剃 髪 か 頭髪 の 切除 を し 
た 後 イ フラ ー ム を 解き ます 。 ま た 骨折 や 病気 、 身 体 が 不 自由 に な る な どの 理由 で 巡礼 の 遂 
行 が 不可 能 に な っ た 場合 は イフ ラー ム を 解除 し 、 も し その ハッ ジ が 任意 の も の で は な く 義 
務 の も の で あっ た の な ら 、 そ の 後 そ の ハッ ジ を や り 直 す 義 務 が あり ます 。 

















































































































特 訳者 注 : 4 大 法学 派 の 一 致し た 見 解 で は 、 意図 的 で あっ た か どう か を 問わ ず 、 義 務 行 為 を 1 つ で も や 

り 損ね た 場合 に は 財 罪 と し て の 犠牲 が 課さ れ ま す 。 

45 訳者 注 : スム フ リム (イフ ラー ム に 入る 者 ) は 病気 や ( 英 に よる 妨害 な どの ) 恐怖 の 状態 に ある 場合 、 

イフ ラー ム の 際 に 巡礼 の 形式 を 唱え る 時 、 こ う 言 うこ と が スン ナ で す :「 も し 阻む も の が 私 (の 巡礼 の 遂行 ) 

を 阻ん だ ら 、 私 の (イフ ラー ム を 解く ) 場所 は あな た が 私 を 阻ま れ た 所 で す 」 こ うす れ ば 、 も し 何 か に よ 

っ て 巡礼 を 妨害 され た り 病 状 が 悪化 し た り し て も 、 イ フラ ー ム を 解く 際 に 犠牲 を 捧げ な く て も 済む の で す 。 
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